
建築に関わるドローン・ロボット技術の未来

建築研究所では、ドローンやロボットなどの先端技

術を活用した建設現場での調査作業の効率化や、空飛

ぶクルマによる空の移動など新たな価値を生み出す

ための研究を進めています。これらの技術は、将来の

街づくりや災害が起こったときの対応に役立ちます。

（１）ドローンで建物の工事や調査をする技術１）

 従来、建築物の点検や調査は、危険を伴う高所作業

が必要で人的コストも高いものでした。この課題に対

応するため、建築研究所では様々な測定装置を搭載し

たドローンを用い、人に代わって工事や調査を行う技

術の実現に取り組んでいます。例えば、鉄筋コンクリ

ート構造物の耐久性評価のために、ドローンを使って

中性化（コンクリート内部のアルカリ性が低下し鉄筋

が錆びやすくなる現象）を測定する技術や、各種工具

をロボットの手で持ち、地上からの遠隔操作によって

空中で作業を行う未来の技術の開発を進めています。

写真 1 中性化測定装置搭載ドローンによる外壁調

査状況、及び未来のソフトハンド搭載ドローン

（２）都市・建築における空飛ぶクルマの活用２）

 空飛ぶクルマは、人が搭乗可能で、電動駆動、自動

操縦、そして垂直離着陸といった先進機能を備えた次

世代の移動手段です。国は 2030 年代に向けて、空飛

ぶクルマによる人や物を運ぶ仕組みを作ろうとして

います。建築研究所も、都市や建築を意識した空飛ぶ

クルマの運用方法や課題解決に向けた検討を進めて

います。2025 年 2 月に、つくばヘリポートにて実験

を行い、空飛ぶクルマの飛行に対して、ヘリコプター

との騒音の比較や利用者へのヒアリング調査を実施

し、未来の都市・建築の環境整備を進めています。

写真 2 空飛ぶクルマの飛行状況

（３）災害調査への四足歩行ロボットの活用３）

 災害時には危険な現場に人が入ることが難しい場

合があります。建築研究所では、地上での調査・支援

活動において、複数の四足歩行ロボットが協力して作

業を行う新しいシステムを開発しています。例えば、

大型と小型ロボットそれぞれの特性を活かし、走行性

能、重量物の搬送能力、夜間での現場調査など、災害

現場での運用に関わる性能検証を行っています。

写真 3 複数の四足歩行ロボットによる建物調査

（４）おわりに

今後、ドローンや AI など様々な革新的技術を取り

入れることで、建設現場での作業をより安全かつ効率

的にし、さらには私たちの生活を快適に、安心して暮

らせる社会づくりに貢献したいと考えています。

※ 1）東京理科大学、西武建設との共同研究、２）産業技術総合研究
所、日本品質保証機構、お茶の水女子大学との共同研究、３）、ポ
ケット・クエリーズ、富士防災警備との共同研究
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